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    小林 誠       水越 邦仁         高部 博 

  

 

■モデレーターによる発語 

 

小林：こんにちは。シクロ・ハイジアの小林誠と申します。

本日、パネルディスカッションのモデレーターを務めさせて

いただきます。「効率的且つ効果的に知財戦略を実践するた

めの取組」という、非常に大きなお題ですが、昨今、例えば

IP ランドスケープや、昨年改訂されたコーポレートガバナ

ンス・コードへの対応等、知的財産、無形資産が示す射程の

範囲が広がっています。そうしますと当然に会社から期待さ

れる、組織から期待される知財部門としての役割というのが

増してきているのではないかと考えております。 

 しかしながら多くの組織において知財部門の人材が潤沢で

非常にたくさん人材がいるかというと決してそういうわけで

はなく、限られた人材の中で、効率的且つ効果的に、いかに

知財戦略を実施していくか、会社の経営貢献や事業貢献をど

のように進めていくか、そういったところが各組織において

大きな課題であり、テーマになっていると思っています。 

 そこで本日はこの効率的且つ効果的にというような意味合

いで先進的な取り組みをなさっている２社のパネリストをお

呼びしてパネルディスカッションをさせていただければと思

っております。いわゆる物づくりといいますか、メーカーの

立場からニデックの水越様、それから IT、インターネット

サービスの業界から Z ホールディングス、ヤフーの高部様、

お２人それぞれのお立場でお話をいただこうかと思っていま

す。もちろん戦略や知財の取り組みといったものは、会社の

組織の文化や、それぞれの事業の業態によって変わるかと思

いますけれども、メーカー系のニデックさん、それから

IT、デジタル系の Z ホールディングス、ヤフーさんとこの

２つの対比や共通項を掘り下げていければと考えておりま

す。 

よろしくお願いします。 

 

■パネリストによるプレゼンテーション 

 

水越：ニデックの水越です。私のほうからニデックの会社の

紹介をさせていただきます。私どもの会社は愛知県蒲郡市に

ございまして、従業員 1,628 名、売り上げ 362 億円ほどの会

社となっています。主に３つの事業分野があります。 

まず１つ目、医療機器の分野です。眼鏡屋や眼科に行った

ときにのぞいたことがあるかもしれませんが、こういった眼

の屈折度を測る機械ですとか、あとは眼を診断する、眼底を

撮影する機械ですとか、手術機器等を製造、販売しておりま

す。レーシックのレーザーについて過去に米国の訴訟等も行

った経験があります。 

 もう１つは、眼鏡機器分野です。レンズ測定ですとか視力

測定といった眼鏡を作る際に必要な機械を取りそろえており

まして、こちらも過去にレンズの加工機に関して米国訴訟等

を行っています。 
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最後にコーティングの分野があります。気相転写染色技術

というものがありますが、これはプリンターにインクが印刷

されたものを温めて昇華させることでレンズに染色する技術

です。独自の技術ということで、こちらは他社等にライセン

ス等もさせていただいております。 

1995 年から 2005 年にかけまして事業存続に関わる大きな

米国訴訟を相手方から受けまして 11 連勝した経験から、知

的財産への意識が全社的に浸透しています。 

 当社の知財部門の特徴としては、まず製品群単位で担当者

を配置しており、製品担当者は権利化とクリアランスの両方

を担当しています。知財部門で差別化責任を負って、自・他

社製品の知識を習得するようになっています。さらに特徴的

なところが、国内出願の７割を内製しており、この出願と中

間処理の内製作業を通じて社外の弁理士さんと同じ視点を持

ちつつ、さらに担当製品の知識、技術を習得する中で知財活

動を進めています。 

 明細書の内製の狙いは、担当製品の技術的な本質を学びな

がら進めることです。その中で製品知識を生かして、アイデ

ア的な発明であっても製品実施を常に想定した出願を行うこ

とで、将来的な製品の予測をしながら、未来を見ながら明細

書作成を進めております。明細書に始まり明細書に終わると

いうことで、出願から満了に至るまでの経緯をしっかり自分

たちで見ていくことで、技術を先読みできる力を養っていけ

ればと考えています。 

 近年は攻めの知財を進めており、４つの存在目的、ミッシ

ョンを定めて知財活動を行っています。その中で「知財管理

型から知財企画型への転換」というビジョンを設定しまし

た。待ちの組織から攻めの提案型、各部門に対していろいろ

な発信をしていくような、IP ランドスケープですとか発明

創出ですとか、こういった活動を自ら提案していくような提

案型の組織に変わりましょうというビジョンを設定し、経営

事業への貢献度を高めようという活動を進めてきました。 

 その中で、ビジョンを達成するための組織体制というとこ

ろですが、４チームのマトリックスと名前を付けているので

すけども、権利化チームと調査チーム、企画管理チーム、さ

らに近年攻めの知財を進めるための知財経営戦略チームを新

設して、こちらの４チームで進めています。特徴的なところ

は、チームがそれぞれ完全に分かれているわけではなく、基

本的には権利化チームに所属している中で、さらに別のチー

ムで活動を進めることで、権利化の活動の経験者が調査や経

営戦略等を進めるような形で効率的な活動を行っています。 

 この中で知財経営戦略チームをご紹介させていただきま

す。こちらは、IP ランドスケープを進めるに当たってマー

ケティング情報ですとか他社情報、自社情報を基に、IP ラ

ンドスケープを使って、事業部門、経営層に提案していくよ

うな形で、循環をするような形で進めています。マーケティ

ング戦略レポートをプロダクトマネジャー、マーケティング

部門からいただき、それを受けてＩＰランドスケープを作成

して、PDM、プロダクトマネジャーにお返しします。そし

て、お返しした結果を受けて新しいマーケティングの戦略を

立ててもらうような仕組みを考えて進めています。 

 あとは IP ランドスケープの活動、戦略をさらに具体的に

進めていくために、知財経営シートという形で開発部門との

連携を進めていまして、部門ごとの知財戦略をしっかり可視

化するような形で活動を進めています。開発のロードマップ

ですとか、自社、他社の情報、市場情報を受けて、どういっ

た価値の技術を出願していくのかとか、出願件数等、具体的

な活動方針を定めて、開発部門と一緒にこのシートを使って

協議をしながら活動方針を定めて、１年間の活動を決めてい

ます。こちらもしっかりグラフ等をいろいろ使いながら見え

る化を分かるような形で進めています。 

 将来については、まず１つ目として、やはり経営参謀を目

指したいと考えています。コーポレートガバナンス・コード

の知財ガバナンスをしっかり推進していきたいなというとこ

ろと、顧客への独自の価値提供というところです。やはりお

客さんのことをしっかり考えながら知財活動を進めること

で、より意味のある提案ができるのではないかというところ

で、この 2022 年度以降のビジョンとして、未来を共創し、

価値を守る知財ということで、経営陣やプロダクトマネジャ

ー、あと開発部門、営業部門、外部の方等、いろいろなとこ

ろでディスカッションしながら未来を共創して、その共創さ

れた価値を知的財産でしっかり守っていくような活動をこの

次の５年間で進めていきたいと考えています。 

 

小林：すごくしっかりとした知財活動をされていらっしゃる

なというように思います。まず驚いたのが先ほどのビジョン

のところ、2017 年からすでにやられていて、今５年たって

次のフェーズに入ろうとしているといったところ。ある意

味、最近、ここ２～３年ぐらいではやっぱり攻めの知財、経

営に貢献するという言葉の下に皆さん活動されているかと思

いますけど、むしろそれに先んじて活動されていたように思

います。 

 また、権利化業務等においても、しっかりと人材育成され

つつ、その上で戦略を考えていくスタンスであり、そういっ

た活動が 11 連勝という素晴らしい結果につながっているの

かなと思いました。 

 どうもありがとうございます。次に高部様、お願いできま

すでしょうか。 

 

高部：ヤフーの高部です。現在のヤフーの事業活動は Z ホー

ルディングスというグループを背景にしております。本日

は、ヤフーと、Z ホールディングスグループについてのご紹

介をさせていただきます。よろしくお願いします。 

ヤフーは 2019 年 10 月に持ち株会社制に移行し、その

際に社名を Z ホールディングスに変更しました。そして社

名変更と同時に Z ホールディングスの完全子会社として新

しいヤフー株式会社が設立されました。グループ全体の経営
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機能を Z ホールディングスが担い、新ヤフーは事業会社とし

て引き続きヤフー事業を行うという関係になっています。 

そして現在、Z ホールディングスグループにはヤフーのほ

か、QR コード決済の PayPay、ファッションサイトの

ZOZO、そして昨年の３月に統合が完了しましたが、LINE

といった、それぞれが独自のサービスを提供するプラットフ

ォーム事業者が集まってグループを構成しています。我々グ

ループ全体の事業ポートフォリオは、メディア、コマース、

フィンテック、メッセンジャーというように多様な領域を網

羅しており、この多様性が強みであり、グローバルに見ても

ユニークであると考えています。グループの成長戦略は、こ

れらの多様な事業をシームレスに連携強化して、グループシ

ナジーを推進していく考えです。グループシナジーによっ

て、ユーザーファーストで社会課題を解決していくため、AI 

テクノロジーを活用して推進していく「AI テックカンパニ

ー」を掲げています。当社グループの多種多様なサービスか

ら集まる質の高いマルチなビッグデータを AI テクノロジー

によって活用することで、さらに社会課題を解決していくサ

イクルを回していきます。 

当社の知財活動は、会社が重視する価値観を背景に、事業

の持続的な成長をサポートすることを第一としています。

「SAFE」「OPEN」「FAIR」というワードを掲げておりま

す。お客様にサービスを長く、安全に利用いただくため、ま

た、オープンイノベーションを背景にビジネスパートナーの

皆さまにも安心して連携、協業いただくため、キーワードと

しては安心・安全の証しとして知的財産権を保有して活用し

ていく方針です。 

ユーザーファーストで生み出されるサービスや技術、デザ

イン、ブランドをいかに守っていくか、広く知財の課題をど

う解決していくかをストーリーとして考えて提案していく活

動を進めています。こうした活動を推進していくためには、

いかに社内、社外の関係部門と連携していけるかが大事だと

考えており、その連携の工夫が今回のテーマにも関連すると

考えています。 

なお、当社の活動については、特許庁様の戦略事例集で紹

介いただきました。また、令和３年度の知財功労賞デザイン

経営部門で表彰いただき、当社の創業から経営が重視してき

たユーザーファーストの実践と、その価値観に沿った知財活

動を評価いただきました。 

最後に、業界全体でも注目されていますが、知財ガバナン

ス、情報開示に関連した取り組みをご紹介します。Z ホール

ディングスのサステナビリティサイトで、人財開発とか研究

開発といったコンテンツと並んで知的財産のコンテンツを設

けています。経営や事業戦略との関連性、ストーリー性を持

って開示していく考えで、適宜アップデートしていく予定で

す。以上で当社の紹介を終了いたします。ありがとうござい

ました。 

 

 

■ディスカッション 

 

小林：「SAFE」「OPEN」「FAIR」、この３つをテーマに、ユ

ーザーやパートナーが安心してビジネスをできる、サービス

を使っていける、そういったことを目指して知財活動されて

いらっしゃるということですね。 

そしてお二方共に、提案型ということが共通項としてありう

るのかなと思いました。 

 では幾つか質問させてください。まず、効率的かつ効果的

に知財戦略を実践するために知財部門としてどういった取り

組みをしていらっしゃるのかという点について、水越さんか

らお願いします。 

 

水越：まず１つ目は、ビジョンとミッションとを設定し、知

財部門として何をやっていくかというところを明確にする必

要があり、ビジョンとして提案型組織への転換を設定しまし

た。自分たちは単純に出願とか権利侵害をしないための開発

経過に基づく調査等を進めているだけではなくて、新しいこ

とをいろいろ提案していかなければいけないという方針決め

をまず行うことによって、組織としての方向性をはっきりで

きます。 

 さらにミッションですね。ミッションとチームを関連付け

して、その中で各チームがどういうことをすべきかをはっき

りとさせた上で進めることで、効率的にやるべきことがある

程度明確になると考えています。 

 もう１つは、こちらの図にあるようなマトリックス体制が

特徴的なところで、権利化経験を通じて培ったものを各チー

ムで生かせるようにしています。例えば、権利化チームは、

内製等を通じて開発部門との信頼関係、関係性が構築されて

いますので、生の情報をしっかり取りやすい環境にありま

す。その経験の中で培ってきた先を読む力ですとか技術理解

力、技術の本質を見極めるような力を、IP ランドスケープ

等で活用することによって効率的な活動ができます。 

 あとは特許調査においても、調査をするときにどのような

クレームを使うのかというところは、やはり権利化の経験が

あるからこそ効率的に進められていることもあるかなと考え

ております。こういった権利化経験、内製経験を生かしつ

つ、さらに兼務をしておりますので、自分の肌感覚を持ちな

がらチームとしての別の行動をできるというところが効率的

に進められている要因かと考えています。 

 

小林：ビジョンを検討、策定するに当たって、どういうプロ

セスで、どんなメンバーが、どんな議論をされたのかを教え

ていただいてもよろしいですか。 

 

水越：まずこのビジョン等を立てるに当たりましては、私が

経営戦略構築等の社外研修に参加しました。そういった中で

会社経営におけるビジョンとかミッションの重要性を認識し

ながら、また課員からもミッションを作ったほうが良いので
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はないかというような提案もありまして、先ほどのようなビ

ジョンを立てさせていただきました。さらに、2022 年度以

降のビジョンについては、１回目でだいたい慣れてきたこと

もあり、もう少し課員の意見も参考にしました。 

 

小林：会社としての全社的なポリシーを公表されているケー

スは多いですが、知財部門、知財組織としてミッションやビ

ジョンを明確に掲げられているケースというのはまだ限定的

かなと思いますので、非常に素晴らしいなと思いました。 

 ４チームのマトリックス制にした際に例えば、意思決定を

どうするか等、若干ハレーションといいますか、最初は少し

組織が混乱するような場面もあったのかなと思いますが、今

この４チームマトリックス制がうまく回っている、そこに際

してご苦労や、これまでの工夫点があれば教えてください。 

 

水越：やはり権利化の中で、権利化チームが基本的なチーム

の母体になっていて、例えば１件の出願をするときに方針決

めみたいな打ち合わせを必ずして、ある程度、権利化チーム

の中でネットワークが形成されています。その中で新しいチ

ームを進めるにあたって、関係性はかなり強固になっている

ので、あまりもめることはありません。また会社の風土とし

ても、あまりぎすぎすせずに友好的にやろうというような雰

囲気もありますので、うまく活用していると思っています。 

 

小林：組織において、自分たちの部門内でもそうですし、外

部ともそうですけれども、やはりコミュニケーションは非常

に重要かと思います。そこが根本的にしっかりとできている

ところが、すごくうまくいっているポイントなのかなという

ように感じました。ありがとうございます。同じように高部

さんの取り組みや工夫について教えていただけますか。 

 

高部：いわゆる効率といいますと、様々な方法や手段がある

かと思いますが、コミュニケーションの観点は重要だと考え

ます。ここでは、会社環境を背景にした知的財産部門として

のアプローチというお話をさせていただきます。 

ヤフーは、知財部門としてのアプローチをトライしやすい

環境にあると感じております。インターネットという、もと

もとオープンでフラットなカルチャーを背景に、オープンイ

ノベーションの考え、事業や組織の垣根を超えて連携してい

こうという経営の考えがオープンに伝わり、浸透していま

す。会社の体制や制度の面でも、新たな価値創造を会社とし

て進めていこうというときには、それに相応しい形をスピー

ディーかつ柔軟に取り入れていく会社です。 

事例を紹介させていただくと、メディアでも取り上げてい

ただいていますが、ヤフー流の働き方というのが非常にユニ

ークな部分です。フリーアドレス制や、どこでもオフィスの

導入、副業人材の受け入れ等があります。当社知財部門で

は、会社の成長戦略上の注力領域を知財の担当者１人１人が

担当します。担当者は、担当領域に関して、当社を取り巻く

事業環境や技術動向、他のプレーヤーとの関係性、そうした

ことを理解した上で、例えばどのような知財ポートフォリオ

を構築すべきか、新規アイデアの創出をサポートすべきか、

知財課題の解決を提案すべきか、といった、我々が貢献でき

ることは何かというストーリーを考えます。そしてその領域

におけるマネジメント層の方たちを中心に、ディスカッショ

ンしながら実施しています。 

このアプローチでは、事業や開発の方向性や価値観、課題

を連携先と共有できていることが大事です。ひとつ直接的な

やり方としては、連携先の部門に籍を置く、兼務という形を

とっています。籍を置かない場合でも、プロジェクトやワー

キングなど、形はどうあれ柔軟に、コミュニケーションを取

りやすく、頻度を持つためにはどうしたらいいかということ

を考えています。 

コロナ以前の働き方、フリーアドレス制のときの状況にな

りますが、当社は固定席がありません。働き方が固定されて

は新しいサービス、オープンイノベーションは生まれないと

いう経営の考えです。デスクの配置やフリースペースなど、

フロアには交流が生まれる工夫が多くあります。こうした環

境で、我々知財のメンバーはサービスやエンジニアのいるエ

リアに行って雑談ベースで交流することができます。連携し

ていくにはコミュニケーションの取りやすさ、頻度が重要で

す、その仕掛けが全社的な環境としてあるのはメリットだと

感じています。 

 

小林：オープンイノベーションを生むためには人と人との交

流が必要だろうというところですが、多くの企業でテレワー

クが推進されている中で、漠然とコミュニケーション不足に

なっているのではないかとか、オンライン会議等が便利な反

面、今までは対面でお話しできていたところが、実際に会う

頻度が下がっているのではないかと懸念される方もいます。

その点リモートになって、今のフリーアドレスのような形

で、うまく人とのコミュニケーションが密になるように工夫

されている点があれば教えてください。 

 

高部：当社はコロナ以前からいち早くリモートワークを導入

しています。コロナ禍の現在では完全リモート化になりまし

た。オフラインのフリーアドレスで得られていた連携面での

メリットがリモートワークでは得られなくなってしまうので

はないかという懸念はありましたが、リモートワーク化では

コミュニケーションツール、Slack や Zoom といったツール

の活用が成功しています。もともとのチャットの文化も背景

にあり、むしろよりクイックなコミュニケーションが増えて

いると感じます。Slack にはチャンネルというグループ化機

能がありますが、例えば特定の課題や目的のためにプロジェ

クトを立ち上げる、組織間で連携することは、よりやりやす

くなっている実感があります。リモートワークでの生産性と

いう点については、むしろ上がったというような意見も多い

という状況です。 
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小林：プロジェクトを立ち上げるというお言葉がありました

けれども、それは自然発生的にというか、どういうプロセス

でプロジェクトが立ち上がるのでしょうか。 

 

高部：自然発生的なケースもありますが、目的や狙いをもっ

て立ち上げるケースが多く、きっかけとなるコミュニケーシ

ョンがあり、そこからの流れで立ち上げていくイメージで

す。 

 

小林：ある意味、本当にリモートの優位性といいますか、む

しろそれでやりやすくなった点があるということですね。あ

りがとうございます。 

視聴者の方からの質問です。水越さんは、権利化との兼務

で調査、戦略などに当たられているということですけれど

も、業務量が増加して逆に効率が落ちたりしていませんか。

そのあたりのバランスの取り方の工夫は何かありますでしょ

うか。 

 

水越：確かに兼務することによって両方やらないといけない

ことにはなるんですけれども、IP ランドスケープは回数を

ある程度絞りつつ、時間的に間隔を空けながらやることもで

きるので、例えば権利化をしっかりやった月と IP ランドス

ケープをやる月というように分ける形で進めています。あと

は、確かに IP ランドスケープを作るのはすごく大変だと思

うので、そういった担当者は、権利化の中でも実際に明細書

を書く業務は少なめにしています。方針決めとか、IP ラン

ドスケープで戦略を立てていますので、それを出願のクレー

ムを立てる中に活用していくとか、明細書のチェックですと

か、そういったところで権利化に関与するような形でそれぞ

れのバランスを取っています。 

 

小林：もう１点、知財経営シートを導入される際にどんなご

苦労があったかというご質問です。なかなかそういう取り組

みが浸透しにくい中で、どのように導入して、今、定着され

ているのかという点を教えてください。 

 

水越：知財経営シートは、経営陣等から知財部門の活動が見

えにくいと言われている中で、可視化するために導入してい

ます。また、そこでしっかり目的を明確にすることによって

開発部門にとってもメリットがあることを示すこともできま

す。 

 今まで権利更新とか出願件数はなんとなくやっていたとこ

ろがありますが、こういった形で明確になることによって、

しっかり意思決定の合意が図れますので、そういったところ

で開発部門にとってもメリットがあってスムーズに進められ

たのではないかなというところと、やはり元々の内製とか、

権利化の中で信頼関係というか、そういう関係性がうまくで

きていたところが、スムーズに知財経営シート等を進める上

で効果的であったと考えています。 

小林：それから高部さんへの質問ですが、強いて挙げるとす

れば対面で行うことが望ましい活動と、完全リモートのほう

がいい活動の切り分けはありますか。 

 

高部：よくいわれるのは、いわゆるブレスト系です。オンラ

インでも行う工夫はいろいろありますが、対面で行うほう

が、成果が見えやすいという意見はあります。当社は、完全

リモート化ではありますが、対面で成果が出るものは対面

で、そこはハイブリッド型で使い分けていく考えです。 

 

小林：ありがとうございます。それでは少し質問の視点を変

えて、今度は知財部門への期待、役割が変わってきていると

いうところで、知財人材に求められるスキルだったりマイン

ドセットだったりが同様に変わってくる中で、人材育成とい

う観点から、どのように効率的且つ効果的な取り組みをされ

ていらっしゃるのかという点を教えていただければと思いま

す。今度は高部さんからお願いしてもよろしいですか。 

 

高部：先ほどのアプローチの話に関連しますが、事業の変化

や課題をいかにキャッチして、我々知財としてどういうアク

ションができるとよいかをメンバーや連携先と一緒に考えて

いく活動を行っています。基本的には、いわゆる権利化がベ

ースとなりますが、付加価値の部分として、例えば事業構想

や新規サービスに関するアイデア創出を企画提案する、技術

ライセンス、オープンソースや標準化活動の支援を行うな

ど、少し広い目線で貢献する活動の事例を増やしていく話を

しています。 

人材育成に関して、当社は「人財開発企業」を掲げていま

す。社員の成長に合わせた能力開発を支援するための様々な

制度があり、知財もこの全社的な制度を活用して対応してい

ます。代表的な事例を挙げると、1on1 ミーティングという

制度があります。これは、メンバーの成長を支援するための

対話の時間で、マインドやスキルセットを考える面でとても

重要な機会となっています。マインドの部分を組織として醸

成していこうとしたときには、ワンショットのメッセージだ

となかなか難しい。そこで、対話でのコミュニケーションの

頻度が大事だということで、この 1on1 は非常に効果的だと

実感しています。最近のリモートワーク環境でますます重要

さが増しています。 

 

小林：ヤフーさんの 1on1 というと非常に有名ですし、社内

でもかなり浸透されていらっしゃると思います。この 1on1

の相手方は固定なのでしょうか。それともいろんな方とやら

れるのですか。 

 

高部：基本的には、組織内のメンバーと上長という関係性で

すが、組織をまたいで、隣の上長や隣のメンバーとの斜めの

形でも 1on1 を行うケースがあります。 
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小林：斜めというのは面白いですね。ありがとうございま

す。水越さんは人材育成についていかがでしょうか。 

 

水越：私どもとしては独自資源として明細書の内製力と開発

部門との信頼関係というところが、私どもの知財部門に備わ

っている無形資産かなと考えていまして、こういった活動を

攻めの業務、すなわち IP ランドスケープですとか知財経営

シートのほうに積極的に活用できればなと考えています。そ

の攻めの知財を推進するための人材育成というところが非常

に重要でして、失敗を恐れずに挑戦する推進型の人材がマネ

ジャーとプレーヤーの両面で必要と考えています。 

 その上で、知財のプロフェッショナルをしっかり育成して

いくことも重要かなと考えております。知財経営戦略チーム

の中心メンバーが知財アナリストを取りましたが、これを取

ってアナリストの講座等を受けていろいろネットワークがで

きました。これによって提案内容が向上して経営陣への浸透

が進んだというところもあります。明細書の内製で培われた

仮説を立てる力、開発部門とか関係部門との信頼関係、それ

と知財アナリストとして学んだスキルがしっかり融合するこ

とによって、IP ランドスケープを社内で浸透させる上で大

きかったと考えています。 

 

小林：お２人のお話を聞いていると、攻めの知財、経営貢献

というような視点は持ちつつも、やっぱりベースにしっかり

とした知財スキルがあり、それが大前提となって、その上で

戦略や貢献する知財活動というのを検討されていらっしゃる

のかなというように感じました。 

 知財アナリスト等、外部の教育セミナーの活用ですとか、

もちろん個人でのスキルアップもしっかりと土台にありつ

つ、その上での活動というのが非常に効率的、効果的な部分

につながってくるのかなというように感じました。ありがと

うございます。 

 それから、「効率的且つ効果的」というテーマで今日ディ

スカッションさせていただいていますけれども、知財部門だ

けで完結するというのは、やはりリソース的には難しいと思

います。人材、リソースが限られる中で、例えばどうやって

役員の方や関連部署を巻き込んだり外部リソースを活用した

りしていくか、組織的な対応や活動として工夫されている点

などがあれば教えてください。水越さんからお願いします。 

 

水越：まず先ほどの部門間で連携を図るためのシステム、枠

組みみたいなものをまず作った上で、その上で何をやるかと

いう情報をはっきりさせていきながら進めています。 

 例えばこのマーケティング戦略レポートは、事業内容とか

顧客に対する提供価値、内部環境、外部環境を踏まえて作成

しています。こちらは中小機構の「事業価値を高める経営レ

ポート」を参考にしています。ここには人的資産ですとか関

係資産ですとか知的財産、無形資産も入れるようになってい

ます。こういったことを、現状何を持っているのかというと

ころを踏まえて価値創造のストーリー、ビジョンと取り組み

等を書いてもらうような形にしております。その上でプロダ

クトマネジャーに将来的に必要な無形資産みたいなものを書

くようにお願いしています。 

 こういったことでまず IP ランドスケープに使う必要な情

報をテンプレートにすることによって、ある程度統一もでき

ますし、マーケティング部門においてもやるべきことがはっ

きりするので、こういったレポートを作ることで効率的にで

きています。 

 お返しする IP ランドスケープのレポートは PDM のビジ

ョンに対する回答ですといったようにリターンします。その

リターンをした上で、フィードバックの上で、例えば気付き

があった場合には、戦略の変更もされます。こういった定型

化を進めることでスムーズにできるのかなと考えています。 

 

小林：やはり見えないものを見える化していくといいます

か、知財の専門用語で説明するというよりも、ナラティブに

きちんと価値のストーリー、ビジネス上の説明をしていき、

そして可視化することでコミュニケーションがよりスムーズ

に進んでいるのかなというように思います。 

 ある意味、知財部門の権利化活動は、これまで見えなかっ

たものを見える化する、技術を可視化するような取り組みだ

と思っています。それと同じことなので、実は知財部門の

方々にとって、そういった見えないものを見える化していく

というのは得意分野なんじゃないかなとも個人的に思ってい

たりします。次に高部さん、お願いします。 

 

高部：先ほどの知財人材におけるマインドやスキルの変化の

話に関連しますが、変化に柔軟に対応するため、新しいチャ

ンレンジを行っていくためには、そのリソースの確保とセッ

トで考えています。既存のリソースをいかに整理、軽くでき

るかというのも重要です。 

方法論としては、業務の標準化や自動化、アウトソースな

ど、様々ありますが、ここではアウトソースという観点での

事例を紹介させていただきます。特許の権利化に関して、当

社では外部パートナーである特許事務所の人材に活躍いただ

いています。一般的には企業の担当者が発明発掘を行い、提

案書を作り、特許事務所に依頼するという流れだと思います

が、当社ではその企業側の仕事とされている部分で特許事務

所の人材と連携しています。 

もう１つ事例を紹介させていただきます。全社的なユニー

クな取り組みとして、ギグパートナー制度があります。これ

は、オープンイノベーションを創出することを目的として副

業人材を受け入れるという制度です。ヤフーの外で本業を持

っている方たちに副業として力を貸していただくということ

で、この副業人材をギグパートナーと呼んでいます。当社の 

COO や CSO が戦略アドバイザーを募集する形でスタート

しました。そして知財も、知財戦略アドバイザーという形で

募集しました。この仕組みの中では、権利化等のいわゆる実
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務的な業務というよりも、新しい発想や気付きが得られるよ

うな頼り方になります。 

まとめますと、新しいチャレンジのリソースという部分

で、既存の業務を軽くするためのアウトソースと、新しい発

想や気付きを得るためのアウトソースを行っています。 

 

小林：ギグパートナーは結構大きくメディアでも取り上げら

れていましたし、非常にユニークな制度だと思います。外部

リソースを活用するというところを非常にうまく実行されて

いるなと思います。でもその外部をうまく使うためには、や

っぱり基礎体力といいますか、根本的な部分で自分たちの組

織がしっかりとしている必要があるのかなと思いました。 

今日は本当にいろんな形で、アドバイス、コメントをいた

だきありがとうございました。共通して、自分たちの基礎と

なる部分、知財の専門性は非常に重要であり、その上に今、

新しい攻めの知財の活動が乗っかっているということ。ま

た、そこでは様々なコミュニケーションが重要であり、

1on1 にしろ、アウトソースにしろ、そういったフィードバ

ックを基に、うまく自分たちの活動をブラッシュアップして

いくこと、この循環が非常に効率的、効果的な活動につなが

っているのかなというように感じました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今日お２人共、非常に貴重な資料を含めて、どうもありが

とうございました。こちらでパネルを終わりにしたいと思い

ます。視聴者の方からもたくさんご質問いただいて、全部お

答えできなかった部分もありましたけれども、少しでも皆さ

まの実務の参考になればと思います。本日はどうもありがと

うございました。 
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I 各講演内容についてお伺いします。
【第1部】

１）【10:35-11:00】海外講演（録画）「Dolby Laboratories: A History of IP」について 
人数 割合

聴講した 78人 47.9%

聴講しなかった 85人 52.1%
163人 100.0%

1-1）講演テーマ
人数 割合

興味深いテーマと思い聴講した 42人 53.8%
強い興味はなかったが聞いてみようと思った 34人 43.6%
関心はないテーマだったが聴講した 2人 2.6%

合計 78人 100.0%

1-2）講演内容
人数 割合

有意義な考え方や情報が多く得られた 34人 43.6%
有意義な考え方や情報がある程度はあった 43人 55.1%
既に知っている内容でそれほど役に立たなかった 1人 1.3%

合計 78人 100.0%

1-3）講演時間
人数 割合

妥当 73人 93.6%
⾧すぎた 0人 0.0%
短すぎた 5人 6.4%

合計 78人 100.0%

グローバル知財戦略フォーラム2022
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２）【10:35-12:00】講演（録画）「最近の世界的な知財動向」について 
人数 割合

聴講した 69人 42.3%

聴講しなかった 94人 57.7%
163人 100.0%

2-1）講演テーマ
人数 割合

興味深いテーマと思い聴講した 52人 75.4%
強い興味はなかったが聞いてみようと思った 17人 24.6%
関心はないテーマだったが聴講した 0人 0.0%

合計 69人 100.0%

2-2）講演内容
人数 割合

有意義な考え方や情報が多く得られた 36人 52.2%
有意義な考え方や情報がある程度はあった 33人 47.8%
既に知っている内容でそれほど役に立たなかった 0人 0.0%

合計 69人 100.0%

2-3）講演時間
人数 割合

妥当 57人 82.6%
⾧すぎた 3人 4.3%
短すぎた 9人 13.0%

合計 69人 100.0%
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３）【11:00-12:00】パネルディスカッション「効率的且つ効果的に知財戦略を実践するための取組」について
人数 割合

聴講した 102人 62.6%

聴講しなかった 61人 37.4%
163人 100.0%

3-1）講演テーマ
人数 割合

興味深いテーマと思い聴講した 83人 81.4%
強い興味はなかったが聞いてみようと思った 19人 18.6%
関心はないテーマだったが聴講した 0人 0.0%

合計 102人 100.0%

3-2）講演内容
人数 割合

有意義な考え方や情報が多く得られた 60人 58.8%
有意義な考え方や情報がある程度はあった 41人 40.2%
既に知っている内容でそれほど役に立たなかった 1人 1.0%

合計 102人 100.0%

3-3）講演時間
人数 割合

妥当 95人 93.1%
⾧すぎた 2人 2.0%
短すぎた 5人 4.9%

合計 102人 100.0%
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【第2部】

人数 割合

聴講した 130人 79.8%

聴講しなかった 33人 20.2%
163人 100.0%

4-1）講演テーマ
人数 割合

興味深いテーマと思い聴講した 96人 73.8%
強い興味はなかったが聞いてみようと思った 34人 26.2%
関心はないテーマだったが聴講した 0人 0.0%

合計 130人 100.0%

4-2）講演内容
人数 割合

有意義な考え方や情報が多く得られた 68人 52.3%
有意義な考え方や情報がある程度はあった 61人 46.9%
既に知っている内容でそれほど役に立たなかった 1人 0.8%

合計 130人 100.0%

4-3）講演時間
人数 割合

妥当 120人 92.3%
⾧すぎた 2人 1.5%
短すぎた 8人 6.2%

合計 130人 100.0%

４）【13:05-14:30】パネルディスカッション「ESG時代の企業価値向上における知財情報活用の現状と課題－コーポレートガバナンス・コード改訂
を踏まえて－」について
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【第3部】
５）【14:55-15:20】講演「超小型衛星ビジネスの発展とそれに伴う知財意識の変化」について 

人数 割合

聴講した 105人 64.4%

聴講しなかった 58人 35.6%
163人 100.0%

5-1）講演テーマ
人数 割合

興味深いテーマと思い聴講した 62人 59.0%
強い興味はなかったが聞いてみようと思った 37人 35.2%
関心はないテーマだったが聴講した 6人 5.7%

合計 105人 100.0%

5-2）講演内容
人数 割合

有意義な考え方や情報が多く得られた 59人 56.2%
有意義な考え方や情報がある程度はあった 44人 41.9%
既に知っている内容でそれほど役に立たなかった 2人 1.9%

合計 105人 100.0%

5-3）講演時間
人数 割合

妥当 102人 97.1%
⾧すぎた 3人 2.9%
短すぎた 0人 0.0%

合計 105人 100.0%
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６）【15:20-16:20】パネルディスカッション「成⾧を加速させる知財活用の秘訣～中小・ベンチャーの知財活用にINPITが迫る～」 
人数 割合

聴講した 110人 67.5%

聴講しなかった 53人 32.5%
163人 100.0%

6-1）講演テーマ
人数 割合

興味深いテーマと思い聴講した 79人 71.8%
強い興味はなかったが聞いてみようと思った 27人 24.5%
関心はないテーマだったが聴講した 4人 3.6%

合計 110人 100.0%

6-2）講演内容
人数 割合

有意義な考え方や情報が多く得られた 65人 59.1%
有意義な考え方や情報がある程度はあった 42人 38.2%
既に知っている内容でそれほど役に立たなかった 3人 2.7%

合計 110人 100.0%

6-3）講演時間
人数 割合

妥当 105人 95.5%
⾧すぎた 5人 4.5%
短すぎた 0人 0.0%

合計 110人 100.0%

合計

67.5%

32.5%

第3部 パネルディスカッションについて

聴講した

聴講しなかった

71.8%

24.5%

3.6%

講演テーマ
興味深いテーマと思

い聴講した

強い興味はなかった

が聞いてみようと

思った
関心はないテーマ

だったが聴講した

59.1%

38.2%

2.7%

講演内容
有意義な考え方や情

報が多く得られた

有意義な考え方や情

報がある程度はあっ

た
既に知っている内容

でそれほど役に立た

なかった

95.5%

4.5%

講演時間

妥当 ⾧すぎた

229

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ アンケート 集 計 結 果 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・



II フォーラム全般についてお伺いします。
１）今回は、オンラインと開催しましたが、開催方法について、オンライン開催と対面開催どちらが良いかお答えください。

人数 割合

オンライン開催が良い 103人 63.2%

対面開催が良い 11人 6.7%

どちらでも良い 49人 30.1%
163人 100.0%

２）「グローバル知財戦略フォーラム2022」で、あなたにとって有益だったセッションを教えてください。
人数 割合

海外講演（録画） 41人 10.8%

講演（録画） 39人 10.3%

第1部パネルディスカッション 82人 21.6%

第2部パネルディスカッション 91人 23.9%

第3部講演 54人 14.2%

第3部パネルディスカッション 73人 19.2%
380人 100.0%

３）「グローバル知財戦略フォーラム2022」の情報をどこでお知りになりましたか。
人数 割合

1 ダイレクトメール 77人 37.4%
2 フォーラム公式サイト 9人 4.4%
3 （独）工業所有権情報・研修館（INPIT）ホームページ 29人 14.1%
4 特許庁ホームページ 45人 21.8%
5 ポスター 2人 1.0%
6 日経メール 0人 0.0%
7 Yahoo!検索広告 0人 0.0%
8 Yahoo!ディスプレイ広告 0人 0.0%
9 google検索広告 1人 0.5%
10 その他のウェブサイト 0人 0.0%
11 メールマガジン 10人 4.9%
12 職場・知人等の紹介 30人 14.6%
13 SNS 1人 0.5%
14 その他 2人 1.0%

206人 100.0%

４）フォーラム開催時期について 
人数 割合

適切 130人 79.8%

不適切 1人 0.6%

どちらともいえない 32人 19.6%
163人 100.0%
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III 回答者ご自身についてお伺いします。
年齢

人数 割合

10代 1人 0.6%

20代 1人 0.6%

30代 11人 6.7%

40代 28人 17.2%

50代 63人 38.7%

60代以上 59人 36.2%
163人 100.0%

所属
人数 割合

一般企業（大企業） 65人 39.9%

一般企業（中小企業） 31人 19.0%

一般企業（スタートアップ） 5人 3.1%

金融機関 0人 0.0%

シンクタンク 1人 0.6%

知財取引業 3人 1.8%

大学・教育機関 12人 7.4%

官公庁 11人 6.7%

公的試験研究機関 4人 2.5%

法律・特許事務所 10人 6.1%

個人 7人 4.3%

その他 14人 8.6%
163人 38.0%

職種
人数 割合

経営職 9人 5.5%

管理職 29人 17.8%

技術職 14人 8.6%

事務職 10人 6.1%

知的財産等管理部門 74人 45.4%

研究・教育職 7人 4.3%

弁護士・弁理士 8人 4.9%

学生・院生 1人 0.6%

その他 11人 6.7%
163人 68.1%

合計

合計

合計

0.6% 0.6%
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地域（どちらにお住まいですか）
人数 割合

関東地方 88人 54.0%

北海道 4人 2.5%

東北地方 3人 1.8%

中部地方 23人 14.1%

近畿地方 23人 14.1%

中国地方 10人 6.1%

四国 6人 3.7%

九州 6人 3.7%

沖縄 0人 0.0%

海外 0人 0.0%
163人 41.7%

知財に興味を持ってから
人数 割合

1年未満 8人 4.9%

1～3年 9人 5.5%

3～5年 13人 8.0%

5～10年 22人 13.5%

10～15年 19人 11.7%

15～20年 28人 17.2%

20年以上 64人 39.3%
163人 81.6%合計

合計
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